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「世界YMCA  Vision2030」へ

気候危機や紛争、貧困など課題が山積する中で世界のYMCAは、2022年に採択された「世界YMCA Vision2030」を目指し、

各地でそれぞれの取り組みを進めています。日本では、6月の同盟協議会に世界YMCAのカルロス・サンヴィー総主事とラズ

バン・サス氏を招き、Vision2030について直接語り合う時をもちました。ラズバン氏は、東京、大阪、横浜でも研修を実施。

参加者からは「私たちの日々の活動が、世界のYMCAムーブメントを作っていると実感した」等の声が寄せられ、「Vision2030」

の推進へ向かって思いを新たにする機会となりました。（6-7ページ）

両氏は協議会後、広島も訪問。2024年にノーベル平和賞を受賞した「日本被団協（日本原水爆被害者団体協議会）」の箕

牧智之さんと佐久間邦彦さんから被爆者証言を聴き、原爆慰霊碑に献花しました。国際秩序がゆらぎ、核の脅威が増す中で

迎えた戦後80年にYMCAは、「一つの部分が苦しめば、すべての部分が共に苦しむ」の基本聖句を胸に、世界の仲間と手を携

えながら平和を希求して歩んでいます。

「世界YMCA  Vision2030」の推進I

世界の仲間と手を携えて

「一つの部分が苦しめば、すべての部分が共に苦しみ
一つの部分が尊ばれれば、すべての部分が共に喜ぶのです。」

日本YMCA同盟　����年度年間基本聖句

プログラミングを体験するウクライナ避難者の子どもたち

コリントの信徒への手紙一 ��章��節 （新共同訳）

ポストコロナの時代にすべての人が、個人と集団のウェルビーイングを大切にしながら精神、知性、身
体のバランスの取れた成長ができることを目指す。

少子化の影響を受けながらも全国のYMCAには、2025年度も計約7万人の青少年が参加し、アフタースクールや保育園、発

達支援、ウエルネスや語学など、さまざまな事業活動の中で成長しています。

しかし、子どもを取り巻く社会環境は依然として厳しく、いじめや不登校児童数は過去最多を記録し、加えて貧困問題や

外国にルーツのある子どもたちのケアなど、課題は尽きません。各事業担当者会では、スタッフの研修や情報共有を行って

社会ニーズへの対応を進めているほか、いじめを考える「ピンクシャツデー」の開催、水難事故を予防する「ウォーターセーフ

ティーキャンペーン」、障がいのある子どもたちを支援する「インターナショナル・チャリティーラン」など、全国での取り組み

も継続。それぞれ数万人が参加するなど、コミュニティー・ウェルビーイングを目指して活動しています。

コミュニティー ウェルビーイング
4つの活動領域⸺䔃01

Community
Wellbeing

すべての若者が価値のある有意義な仕事に従事し持続可能な生活を築けるよう、公正かつ公平な教育、
雇用、トレーニングの機会を創出し提供していく。

2024年にスタートした「全国YMCAオンライン研修プラットフォーム」は、研修科目を着々と増やし、登録者は2,250人とな

りました。高齢者事業に携わるスタッフに欠かせない「法定研修」も受講できるようになるなど、働きながらステップアップで

きる機会を提供しています。

2025年3月に開始した「アルムナイ制度」は、4月から毎月、登録者にメルマガを配信。全国YMCAの近況や求人情報を届け、

退職者・卒業生とのつながりを拡げています。

世界各地のYMCAがIT教育など職業訓練に力を入れる中、日本のYMCAも企業とタイアップし、児童養護施設の子どもたち

にプログラミング学習の機会を提供しています。2019年の開始以来、その数は延べ10,000人を越えました。今年はさらにシ

ニア層を対象とした研修も行い、IT格差によって社会参画の機会が失われないよう、力を入れています。

やりがいのある仕事と雇用環境の創造
4つの活動領域⸺䔃02

Meaningful
Work
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同盟は、総主事会議をはじめ各事業担当者会等と連携し、全国YMCAの財政再建や事業強化、将来構想の推進を担うとと

もに、特にスタッフレスのYMCAほか困難な状況にあるYMCAには個別の伴走支援も行っています。2025年度は、北海道

YMCAの会計事務をサポートしたほか、金沢YMCAの法人種別変更手続き等、各種の運営支援も行いました。学生YMCAの活

動や組織運営への支援も継続しています。

全国YMCAの代表機能として、世界YMCAやアジア・太平洋YMCA同盟はじめ各国YMCAとの関わりも強めているほか、日本

キリスト教協議会（NCC）や全国災害ボランティア支援団体ネットワーク（JVOAD）など関係団体の役員も担うなど、「連結ピ

ン」としてYMCAの働きを内外につなげています。

能登半島地震／豪雨災害の支援活動においては、富山YMCA・滋賀YMCAと共に2度のリフレッシュキャンプを開催。輪島

市の小中学生約50人が参加しました。

全国のYMCA運動の連結ピンとしての同盟機能の維持に努めるII

社会協働事業として、アマゾンジャパンやピーナッツ財団、東京都等と連携し、貧困、格差、多文化共生等の今日的社会課

題の解決に向けた活動を続けています。

今夏110周年を迎えたYMCA東山荘は、110周年誌を編纂。100周年以降の10年間、コロナ禍やナラ枯れを乗り越え、多くの

人に支えられてきた歩みを振り返る時となりました。少子化の影響で毎年利用くださる学校の生徒数が減少するなど、利用

者数は伸び悩みましたが、地域住民の利用は増加、他団体と協働でフードバンクを実施したり、海外にルーツのある子どもた

ちにプログラムを提供するなど、地域ニーズに応える活動を続けています。

2024年度の6号館改修に続けて5号館の全面リニューアルを行い、内装も外装も刷新しました。6号館とも色調を合わせた

ことによって付近一帯の景観が変わり、明るく、使いやすくなりました。

同盟事務局とYMCA東山荘の運営健全化を目指すIII

同盟結成120年記念礼拝で、赤い糸をつなぎ「同盟する」イメージを体験したウクライナ避難者と語る東京都職員、NGO職員、大学教員ら

正義、平和、公正を求め、すべての人の人権を守ろうと努める若者やコミュニティーと共に歩む。組織的な
差別、不公平、不正などあらゆる種類の人種差別の課題においてグローバルな発信者となることを目指す。

4年目となったウクライナへの軍事侵攻。人道危機が極まるパレスチナ。さらに2月末にはアメリカとイスラエルがイランを

攻撃するなど、世界がむき出しの暴力にさらされる中、YMCAは引き続きウクライナ避難者への支援活動を行ったほか（8ペー

ジ）、パレスチナに関わるNGOとともにキャンペーンを実施。イランへの軍事攻撃を行ったアメリカとイスラエルには抗議文を

発出するなど、平和を取り戻そうと力を尽くしています。

国内でも排外主義的政党が台頭し、在日外国人への攻撃が過熱するなど、不穏な空気が強まっていますが、YMCAに連なる

ユースたちは、「学生YMCA日韓交流プログラム」や「広島YMCAユース・ピース・セミナー」などを継続し、各国の仲間と共に

平和を考え、交流の輪を広げています。各地のYMCAでも外国にルーツのある子どもたちへの支援活動が徐々に増えるなど、

公正な世界を目指す取り組みが進められています。

公正な世界の実現のために
4つの活動領域⸺䔃04

気候変動に対する若者の高い危機意識と積極的な発言から、若者主導による持続可能な地球のため
の解決策を推進し、気候変動に取り組む運動体になることを目指す。

酷暑、豪雨など激しさを増す異常気象は、日常生活に大きな影響を及ぼしています。さらに将来への不安として、ユース世

代のメンタルにも影響しているといわれており、世界のYMCAにとって喫緊の課題となっています。

国内各地のYMCAは次々と「再生可能エネルギー」への切り替えを進め、リサイクルなど環境教育への取り組みも行ってい

ます。同盟は、気候危機を専門とするNGOと協働し、機関紙『The YMCA』やメルマガで情報の発信を続けたほか、ブランドグ

ッズの見直しを行い、竹製の箸やオーガニック素材のハンカチなどを提供しました。

いち早く「再エネ」に切り替えたYMCA東山荘は、2025年もCO2排出ゼロ施設として運営。災害時の蓄電池の設置、井戸水

の活用、プラスチック製アメニティの利用削減など、工夫を重ねています。

持続可能な地球のために
4つの活動領域⸺䔃03

Just
World

Sustainable
Planet
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2025年度の「日本YMCA同盟協議会」は6月21日～ 22日、

「分断の世界の中で、みつかる。つながる。よくなっていく。

～ To Create a Just World ～」をテーマにYMCA東山荘で行

われ、約140人が参加。ウクライナ、ガザをはじめ各地に戦

禍が拡がる中で迎えた戦後80年の節目に、世界YMCAのカ

ルロス・サンヴィー総主事とラズバン・サス氏を招いて開催

しました。

2日間の学びをとおして参加者は、平和への思いを新たに

し、今後も世界YMCA Vision2030の実現に向けて世界との

連携を強めながら、地域社会のニーズに叶う活動を展開して

いくことを確認。「YMCAという、世界のファミリーの一員だ

とあらためて 実 感した」「日々のYMCAの 活 動 が、世 界 の

YMCAの働きとつながっている。世界のムーブメントの一つ

を作っていると感じた」などの声が寄せられました。

日本YMCA同盟協議会

会の前後にカルロス総主事とラズバン氏は、「全国YMCA

総主事会議」に登壇したほか、東京、横浜、大阪、広島YMCA

を訪 問。特に広 島では、広 島 平和 記 念 資 料 館を見学し、

2024年ノーベル平和賞を受賞した「日本被団協（日本原水

爆被害者団体協議会）」の箕牧智之さんと佐久間邦彦さんか

ら被爆証言を聴きました。

原爆の脅威を目の当たりにしたカルロス総主事は、追悼の

意をこめて原爆慰霊碑に献花するとともに、その苦しみや憎

しみを越えて平和を訴えてきた被爆者たちに敬意を表され、

「日本の皆さんは、調和や平和を大切にしている。宗教の対

立もない。ぜひその声をもっと世界に向けて発信し、世界を

リードしてほしい」と語りました。

帰国後8月6日には自身のSNSで「二度と繰り返してはなら

ない」と投稿。「それは、政治など、あらゆる言い訳を越えて、

私たちの責任である」と世界に向けて呼びかけました。

戦後80年に、広島を訪問

「分断の世界の中で、みつかる。つながる。よくなっていく。～ To Create a Just World ～」

パレスチナで長く活動をし

ている東エルサレムYMCAの

ピーター・ナシル総主事が6月

末、大阪で開催された「YMCA 

World Urban Network（世 界

YMCA大都市会議）」のために

来日。東京、横浜のYMCAも訪

ねたほか、広島では原爆資料

館を見学し、被団協理事長とも対談しました。東京で

は7月7日、日本YMCA同盟と日本YWCAの共催で講演

会「今、パレスチナで何が起きているのか」を開催（会

場：東京YWCA）。ヨルダン川西岸でもイスラエルの入

植者たちにより苛烈な暴力がふるわれている実態を報

告するとともに、東エルサレムYMCAが行っている、被

害者へのトラウマケアやリハビリテーション、就業支援

等について紹介。「パレスチナのことを忘れないでいて

ほしい」と訴えました。

また、ガザへの攻撃から2年目となった10月に同盟は、

国内12のNGOと共にキャンドルアクションを実施。東

京タワーのふもと増上寺に250人が集まりました。各団

体は、支援活動を通じて見聞きした現地の凄惨な実態

を共有するとともに、NGO共同声明「停戦を、食料を、

今すぐに」を発出。「人為的に発生させている飢饉、強

制的な移住、民間施設の破壊は、戦争犯罪です」と訴

えました。

パレスチナの平和を求めて

左）カルロス総主事は「YMCAは分断され
た世界をつなげていく存在でなければな
らない。出会った人が癒しのエネルギー
を感じられるように。痛みを共有し、思い
やりをもって支え合うのがYMCAだ」と力
強く語り、会場は熱気に包まれました。  

右上）協議 会2日目には、世界YMCAのラ
ズバン氏による「Vision2030」のワーク
ショップを実施。このビジョンが、現代社
会におけるさまざまな危機を乗り越える
ためにいかに有効かを説き、一人ひとり
の参画を呼びかけました。  

右下）会場には戦後80年を覚え、ジョー・
オダネル氏による原爆投下直後の写真を
展示。学生YMCAが主催した朝の礼拝も

「平和」をテーマに行われました。

写真左から、田口努日本YMCA同盟総主事、佐久間邦彦氏、カルロス・サンヴィー
世界YMCA総主事、ラズバン・サス氏、箕牧智之氏、家守治司広島YMCA総主事
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1.「東京都ウクライナ避難民
　  マッチング支援事業」

約660人の避難民が集中する都内では、2022年7月に東京

都および東京都つながり創生財団と協定を締結して開始し

た「東京都ウクライナ避難民マッチング支援事業（ポプート

ヌィク・トーキョー）」を、2025年度も継続して実施しました。

都内の避難者宅訪問や電話、SNS等を通した相談対応を行

い、各種現状調査を実施、避難者の現状やニーズを把握し必

要な支援へとつなげるとともに、避難者のニーズを広く社会

に発信する政策提言活動も行いました。

〇訪問・相談対応：938件（避難民自宅訪問件数126件含む）
〇定例会実施：隔週1回、東京都ほか関係団体と会合をもち、

調査結果や支援内容、課題などを報告・相談
〇生活オリエンテーション：8回　日本で暮らすための基本

的な情報の提供、個別案件への対応

ありますが、ロシアの占領下にあるため活動を休止せざるを

得ない地域もあり、今回は17拠点の出席となりました。日本

は長年にわたる東京YMCAとのパートナーシップや、軍事侵

攻以降のウクライナ避難者の渡航や生活支援の関わりから

出席の呼びかけがあり、日本YMCA同盟スタッフが現地へ赴

きました。ヨーロッパYMCA同盟ほか、スウェーデン、フィン

ランド、ドイツ、デンマークからも出席があり、グローバルな

YMCAファミリーによる国際的連帯が強く示される機会とな

りました。合わせてリヴィウ、テルノピル、ルーツクにある

YMCAを訪れ、戦禍におけるYMCA活動を視察しました。

5. ウクライナYMCA年次総会出席及び活動視察
10月25 ～ 26日、ウクライナ西部の都市テルノピルにて、ウ

クライナYMCAの 年 次 総 会 が 行 われました。ウクライナ

YMCAは首都キーウに全国事務局と33の都市に活動拠点が

2. イベント、交流の機会提供
①定例事業：ウクライナ文庫（常設）約600冊の蔵書貸出

②東京都や各自治体主催のイベントへの協力：ＦＣ東京サッ

カー観戦、世界陸上招待、地域生活サロン　など

③Ukraine Cafe HIMAWARI（YMCA 主催事業）： 

〇実施回数：6 回
〇参加人数：約120名
〇実施内容： 避難者とその家族を対象に、多言語での生活

相談や教育・就業支援、ウクライナ語の本を取りそろえた
常設図書館『ウクライナ文庫』の運営、避難者・支援者の
リフレッシュを目的とした各種イベントの実施、避難者主
導の事業・イベント実施支援など

● 常設　図書館「ウクライナ文庫」（遠隔地含む）、衣料品・
生活用品提供コーナー

● 避難者就労支援企画：避難者向けオンラインIT研修コー
ス（8週間）2回

● 避難者・支援者リフレッシュ企画
▷ 夏休み宿題サポート（日本YMCA同盟事務所）
▷ クリスマス人形劇・パーティ（東京YMCA）

● 学 び 直しの日本 語 サロン（個 別・竹ノ塚 駅 前 会 議 室）
（YMCA・NPO法人メタノイア協働事業）

● 避難者主導の事業・イベント実施支援（YMCA事務所）：
プレイバックシアターグループ（20回）など

ロシアによる軍事侵攻から4年、いまだ停戦の道筋が困難

を極める中、日本には現在1,965人のウクライナ避難者が生

活しており（2026年3月末時点)、いまなお新たな来日も絶え

ません。

YMCAはこれまで世界各地で避難者支援を行い、日本では

1,814人の支援、来日渡航から生活開始・生活のあらゆる困り

ごとへの対応・自立に向けた伴走まで行っています。今年は

多くの避難者の生活基盤である財政支援が終了し、さまざま

な課題を抱えながら自立を迫られる中、定住か帰国か揺れ動

く避難者一人ひとりに寄り添い、生活・就労支援、子どもの

進学サポート、日本語学習相談、QOL（生活／人生の質）向上

や帰国支援など、引き続き多種多様な活動を展開しました。

ウクライナ避難者支援プロジェクト

4. 政策提言活動（フォーラム開催、報告会の実施等）

①特別企画 『戦禍を逃れて四年 ウクライナ避難者が自ら語

る「いま」、「これから」』フォーラム開催（日本YMCA同盟

主催）：2026年2月21日実施、避難者・有識者・メディア等

112人が参加 

②『ウクライナ避難民支援連携フォーラム』開催（東京都主

催）：2026年3月18日

③メディアへの対応：

本事業について、以下のメディアへの取材協力を行い、放

送・掲載されました。
● NHK、NHKラジオ、日本テレビ、テレビ朝日、テレビ東京、

毎日新聞、朝日新聞、読売新聞、産経新聞、共同通信など

④講義・講演・研修の実施：

大学・各YMCA・教会・NGO団体等　14回約3600名

3. 協力者や専門家（有識者）との協力
大学教員（大森佐和氏：早稲田大学教授）、YMCA国際協

力委員、難民支援に関わる団体・有識者らと意見交換を行い、

避難者へのアンケートの実施と分析、公共政策の視点から

の政策提言、諸外国のウクライナ避難者の動向等情報提供

等を行いました。長期化する避難生活において経済的自立

に向けた重点課題の整理やそのプロセスは、日本の難民施

策、多文化共生施策にも関わる重要なテーマです。

戸別訪問の様子 特別企画「避難者が自ら語る
『いま』『これから』」2/21

クリスマス人形劇・パーティ

〇マッチング支援：664件（2025年4月～ 2026年3月）

相談分類

物　資

日本語

就　業

手続き

財　政

教　育

医療・メンタル

生活・やりがい

その他

件数

126

64

83

93

102

55

71

33

37

主な支援

生活用品（自転車、衣料品、生活家電など）、学用品（文具など） ほか

多様なニーズに応じた日本語教育（就労、オンライン、地域、検定、中高年やり直しなど）

キャリアカウンセリング、ハローワーク同行、フルタイム移行支援、就業先対応

補完的保護・定住支援プログラム、帰国支援、都営住宅延長、各種行政手続き ほか

生活困窮・生活保護相談、財政支援策終了に伴う相談対応

受験・進学対応（説明会同行など）、入学・卒業準備、言語支援、学校との相談対応 ほか

体調・メンタル不調者、発病・持病悪化、ケガ・インフルエンザ・熱中症などの対応

趣味・サークル活動支援、イベント出展・協力、生きがいづくり

帰国・移住、引越し、再避難、家族呼び寄せ対応、空き家情報、法律相談 ほか

就労状況は改善していますが、大半がパートタイムで収
入も5～10万円程度。日本語能力や資格の壁で自立に
はまだ遠い状態です。一方、戦争が終結しても、9割以
上が日本での長期滞在や定住を希望しています。

Q.現在の就労状況は？

■ フルタイム
■ パートタイム
■ 求職中
■ 働いておらず、
　 仕事を探す予定はない 

99人
50.6％

42人
21.4％

42人
21.4％

13人
6.6％

Q.戦争が終了した場合、どのような
選択を希望しますか？

■ 速やかに帰国する
■ しばらくの間、状況を見る
■ 日本に残り、定住を試みる
■ その他

5人
2.5％

4人
2.1％

69人
35.2％118人

60.2％

アンケート調査

1月実施のYMCA避難者現状調査結果から
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アンケート調査

1月実施のYMCA避難者現状調査結果から
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会議体の運営 ブランディング推進、広報活動

全国YMCA総主事会議を中心に20余りの事業担当者会と

連携して全国協働、ブランディングを推進しています。コロ

ナ禍を経て、対面開催の重要性が改めて見直され、総主事会

議をはじめとした各事業担当者会の多くで対面形式での研

修会や担当者会が開催されました。一方で目的や状況によっ

てオンラインも活用し、役員会、意見交換会、打合せ等も多

く開催され、積極的な全国交流、情報共有が行われました。

2025年度には多くの事業担当者会で新たな会長が選任され、

3年目を迎えた「会長連絡会議」でもより活発な協議が行わ

れました。（総主事会議および各事業担当者会の報告は、23

～ 25ページに記載）

YMCAブランドが目指す価値や理念を内外に伝えるため、

機関紙「The YMCA」を定期刊行し、メールマガジン「ポジティ

ブネット通信」も毎月配信しました。

6月に世界YMCAのカルロス・サンヴィー総主事とラズバン

主 事 が 来 日した 際 に は 、そこで 語 ら れ た「 世 界 Y M C A 

Vision2030」への想いや意義をウェブサイト等で発信し、そ

の推進に務めました。

4年目となったウクライナ避難者支援活動については、

2022年度以来の避難者アンケート調査報告書や動画をウェ

ブサイト上に公開したところ、メディア等にも活用され、日本

で暮らす避難者の現状と課題を広く社会に発信することが

できました。

ピンクシャツデーやウォーターセーフティーキャンペーン

など全国協働の取り組みについてもウェブ上に情報を集約・

発信し、「連結ピン」としての働きを担ったほか、機関紙「The 

YMCA」1・2月号では、ピンクシャツデー10周年を記念して専

門家による鼎談を実施。この運動の意義と可能性を発信し

ました。また東日本大震災15年／熊本地震10年の節目を迎

えた3月には「The YMCA」で紙上座談会を行い、YMCAが目

指すべき支援のあり方等について経験者の声を伝えました。

〇機関紙「The YMCA」

毎月1日／年10回発行。発行部数10,000部

〇日本YMCA同盟メールマガジン

　「ポジティブネット通信」：毎月10日前後配信

〇ホームページ、SNS：随時更新

〇日本YMCAカレンダー制作

〇世界YMCA ／ YWCA合同祈祷週 冊子制作

ユニフォーム・ノベルティー

ユニフォームやノベルティーグッズの制作・管理についても、

全国YMCAと協力・相談しながら、製品の改良等に取り組み

ました。今年度はブランドユニフォームパートナーのミズノ

株式会社とプロパー商品に関する契約を締結。フリースやス

ウェットなど新たな冬季用ウェアを提供しました。

ノベルティーグッズは、全国YMCAにアンケートをとって

ニーズ調査をした上で、商品の開発やデザインの改訂をしま

した。竹の繊維を使ったマグカップやリサイクルコットンの

トートバッグなど、「Sustainable Planet（持続可能な地球

のために）」のビジョンに基づいたエコグッズを増やし、全25

種類、合計20,000点余を提供しました。

ブランディング推進協力能登半島地震／豪雨災害 復興支援活動

2024年1月に発生した能登半島地震、同年9月の豪雨災害。「二重災害」と言われる甚大な被害を受けた能登半島に、YMCAは発災

直後から避難所支援や泥かきボランティアの派遣、子どもたちのリフレッシュキャンプなどを行ってきました。

2025年度は昨年に引き続き、子どもたちの心身のリフレッシュと地域を越えた交流を目的とした宿泊キャンプを、輪島市の小中高

生を対象に行いました。運営は、主管となる滋賀YMCA、富山YMCAに加え、横浜YMCA、盛岡YMCAのボランティアと共に実施。永年

にわたり培ってきたキャンプやレクリエーション指導の経験を活かし、大自然の中で伸び伸びと楽しい体験を提供することで、子ど

もたちの心のケアと成長を応援しました。

リフレッシュキャンプ

夏期キャンプ
「立山フレンドシップキャンプ」

日にち：8月18日～ 20日

会　場：国立立山青少年自然の家（富山県）

参加者：31人

輪島市小中学生20人

滋賀・富山YMCAの小中学生11人

概　要：生き物探索、軽登山、キャンプファイアほか

各種レクリエーション

冬期キャンプ
「立山スノーブリッジスキーキャンプ」

日にち：1月10日～ 12日

会　場：国立立山青少年自然の家（富山県）

参加者：54人

輪島市小中学生32人

滋賀・富山YMCAの小中学生22人

概　要：スキー指導のほか、雪遊び、室内レクなど

輪島市は震災後、他県へ転出する家庭も多く、子どもの数
が半減しました。遊び場だった運動場は仮設住宅になり、家
でゲームをすることが増えました。工事車両が多くて自転車も
危ないため、行動範囲も限られています。大人は家業の復興
で忙しく、家族旅行などできませんから、YMCAのキャンプは
ありがたいです。娘はこれまで3回参加させていただきました
が、いつも「また行きたい」と言って帰ってきます。今回も、新
しくできたお友だちのことなど、お土産話を聞かせてくれまし
た。2年が経ち、報道も減りましたが、私たちは町の復興に向
けて頑張っています。時おり声をかけていただけると嬉しい
です。（小学4年生の保護者）

我が家は地震で全壊してしまいました。家族は全員助かり
ましたが、子どもは精神的ショックが大きくて、特に下の子は
家でも一人でいられないなど、不安定な状態が続きました。
震災から2年が経ち、少し落ち着いてきたので今回キャンプに
参加しました。スキーもお泊りも生まれて初めてでしたから、
本当に大冒険でしたが、帰ってくるなり「楽しかった!」と。不
安が自信になった様子で私も嬉しくなりました。 いつもは控え
めな上の子も「また行きたい」と懇願するので、今週末に家族
でスキーに行ってみることにしました。

この2年間、怖かったこと、寂しかったこと、たくさんのこと
がありましたが、楽しい経験や新しい出会いの中で、元気に
育ってほしいと思います。（小学2年生、4年生の保護者）

保護者の声より



10
ANNUAL REPORT 2025

11
ANNUAL REPORT 2025

事 業 報 告 事 業 報 告

会議体の運営 ブランディング推進、広報活動

全国YMCA総主事会議を中心に20余りの事業担当者会と

連携して全国協働、ブランディングを推進しています。コロ

ナ禍を経て、対面開催の重要性が改めて見直され、総主事会

議をはじめとした各事業担当者会の多くで対面形式での研

修会や担当者会が開催されました。一方で目的や状況によっ

てオンラインも活用し、役員会、意見交換会、打合せ等も多

く開催され、積極的な全国交流、情報共有が行われました。

2025年度には多くの事業担当者会で新たな会長が選任され、

3年目を迎えた「会長連絡会議」でもより活発な協議が行わ

れました。（総主事会議および各事業担当者会の報告は、23

～ 25ページに記載）

YMCAブランドが目指す価値や理念を内外に伝えるため、

機関紙「The YMCA」を定期刊行し、メールマガジン「ポジティ

ブネット通信」も毎月配信しました。

6月に世界YMCAのカルロス・サンヴィー総主事とラズバン

主 事 が 来 日した 際 に は 、そこで 語 ら れ た「 世 界 Y M C A 

Vision2030」への想いや意義をウェブサイト等で発信し、そ

の推進に務めました。

4年目となったウクライナ避難者支援活動については、

2022年度以来の避難者アンケート調査報告書や動画をウェ

ブサイト上に公開したところ、メディア等にも活用され、日本

で暮らす避難者の現状と課題を広く社会に発信することが

できました。

ピンクシャツデーやウォーターセーフティーキャンペーン

など全国協働の取り組みについてもウェブ上に情報を集約・

発信し、「連結ピン」としての働きを担ったほか、機関紙「The 

YMCA」1・2月号では、ピンクシャツデー10周年を記念して専

門家による鼎談を実施。この運動の意義と可能性を発信し

ました。また東日本大震災15年／熊本地震10年の節目を迎

えた3月には「The YMCA」で紙上座談会を行い、YMCAが目

指すべき支援のあり方等について経験者の声を伝えました。

〇機関紙「The YMCA」

毎月1日／年10回発行。発行部数10,000部

〇日本YMCA同盟メールマガジン

　「ポジティブネット通信」：毎月10日前後配信

〇ホームページ、SNS：随時更新

〇日本YMCAカレンダー制作

〇世界YMCA ／ YWCA合同祈祷週 冊子制作

ユニフォーム・ノベルティー

ユニフォームやノベルティーグッズの制作・管理についても、

全国YMCAと協力・相談しながら、製品の改良等に取り組み

ました。今年度はブランドユニフォームパートナーのミズノ

株式会社とプロパー商品に関する契約を締結。フリースやス

ウェットなど新たな冬季用ウェアを提供しました。

ノベルティーグッズは、全国YMCAにアンケートをとって

ニーズ調査をした上で、商品の開発やデザインの改訂をしま

した。竹の繊維を使ったマグカップやリサイクルコットンの

トートバッグなど、「Sustainable Planet（持続可能な地球

のために）」のビジョンに基づいたエコグッズを増やし、全25

種類、合計20,000点余を提供しました。

ブランディング推進協力能登半島地震／豪雨災害 復興支援活動

2024年1月に発生した能登半島地震、同年9月の豪雨災害。「二重災害」と言われる甚大な被害を受けた能登半島に、YMCAは発災

直後から避難所支援や泥かきボランティアの派遣、子どもたちのリフレッシュキャンプなどを行ってきました。

2025年度は昨年に引き続き、子どもたちの心身のリフレッシュと地域を越えた交流を目的とした宿泊キャンプを、輪島市の小中高

生を対象に行いました。運営は、主管となる滋賀YMCA、富山YMCAに加え、横浜YMCA、盛岡YMCAのボランティアと共に実施。永年

にわたり培ってきたキャンプやレクリエーション指導の経験を活かし、大自然の中で伸び伸びと楽しい体験を提供することで、子ど

もたちの心のケアと成長を応援しました。

リフレッシュキャンプ

夏期キャンプ
「立山フレンドシップキャンプ」

日にち：8月18日～ 20日

会　場：国立立山青少年自然の家（富山県）

参加者：31人

輪島市小中学生20人

滋賀・富山YMCAの小中学生11人

概　要：生き物探索、軽登山、キャンプファイアほか

各種レクリエーション

冬期キャンプ
「立山スノーブリッジスキーキャンプ」

日にち：1月10日～ 12日

会　場：国立立山青少年自然の家（富山県）

参加者：54人

輪島市小中学生32人

滋賀・富山YMCAの小中学生22人

概　要：スキー指導のほか、雪遊び、室内レクなど

輪島市は震災後、他県へ転出する家庭も多く、子どもの数
が半減しました。遊び場だった運動場は仮設住宅になり、家
でゲームをすることが増えました。工事車両が多くて自転車も
危ないため、行動範囲も限られています。大人は家業の復興
で忙しく、家族旅行などできませんから、YMCAのキャンプは
ありがたいです。娘はこれまで3回参加させていただきました
が、いつも「また行きたい」と言って帰ってきます。今回も、新
しくできたお友だちのことなど、お土産話を聞かせてくれまし
た。2年が経ち、報道も減りましたが、私たちは町の復興に向
けて頑張っています。時おり声をかけていただけると嬉しい
です。（小学4年生の保護者）

我が家は地震で全壊してしまいました。家族は全員助かり
ましたが、子どもは精神的ショックが大きくて、特に下の子は
家でも一人でいられないなど、不安定な状態が続きました。
震災から2年が経ち、少し落ち着いてきたので今回キャンプに
参加しました。スキーもお泊りも生まれて初めてでしたから、
本当に大冒険でしたが、帰ってくるなり「楽しかった!」と。不
安が自信になった様子で私も嬉しくなりました。 いつもは控え
めな上の子も「また行きたい」と懇願するので、今週末に家族
でスキーに行ってみることにしました。

この2年間、怖かったこと、寂しかったこと、たくさんのこと
がありましたが、楽しい経験や新しい出会いの中で、元気に
育ってほしいと思います。（小学2年生、4年生の保護者）

保護者の声より



12
ANNUAL REPORT 2025

13
ANNUAL REPORT 2025

事 業 報 告 事 業 報 告

ポジティブネット創造

韓国YMCA全国連盟・韓国大学YMCA全国連盟主催
第2回アジア太平洋クリスチャン・ユース・
アッセンブリー（韓国・坡州）

アジア・太平洋地域のキリスト教団体で活動する17カ国・

地域、90人のユースが8月19日～23日、韓国の坡州（パジュ）

市に集い「第2回アジア太平洋クリスチャン・ユース・アッセ

ンブリー」が開催されました。日本から4人のユース（都市

YMCAスタッフ1人、学生YMCA1人、YWCAスタッフ2人）が参

加しました。大会テーマは、「悔い改めと正義への回帰：AI・

デジタル時代における気候危機と平和」。軍事境界線周辺の

視察、豊かな自然の中でのエコロジーフィールドトリップ、

「AIとどのように向き合うか」をテーマとした講演やディス

カッション、ワークショップ等を通して、参加者一人ひとりが、

急速にAIが普及する今日の世界の課題を学び、また各地で

様々な社会課題解決に取り組むアジア・太平洋地域のクリ

スチャンユースとのつながりを深めました。

日中YMCA連絡委員会（日本・北九州）

10月8日～9日に北九州YMCAで、前日の「第188回全国

YMCA総主事会議」に引き続き「日中YMCA連絡委員会」が

開催され、中華YMCA全国協会、上海YMCA、成都YMCA、西

安YMCAより5人が来日しました。日本での開催は、2014年

以来11年ぶり。2015年には南京で、2017年には光州で「日

中韓平和フォーラム」の会期中に開催されましたが、コロナ

禍もあり、パートナー YMCAの総主事も参加できない状況が

続きました。また近年における政治的な日中関係の影響に

よりネガティブなイメージが先行したり、双方のYMCAの総

主事や役員の交代もあり、交流が滞っていました。そのよう

な背景を鑑み、今回の委員会は、日中YMCAの関係回復を進

めるためにお互いを知ること、関係づくりの再スタートを主

目的として行いました。中国からは限られた地域からの参加

ではありましたが、今後の交流再開に向けて、活発な意見交

換や交流が行われました。

アジア・太平洋YMCA同盟 運動強化委員会
（2026/1/26～27＠フィリピン）

日本YMCA同盟は、アジア・太平洋YMCA同盟（APAY）の

「運動強化委員会」の委員として1月26日～ 27日、フィリピン

のマカティYMCAで行われた対面の委員会に参加。APAYの

支援を受けて運営しているYMCAや、ガバナンスやコンプライ

アンスに課題のあるYMCA、パートナー・サポート・グループ

（PSG）の対象国であるカンボジア、ベトナム、東ティモール、

モンゴルの各YMCAの運営状況や課題の共有、今後の支援

計画について協議しました。またフィリピンYMCA同盟を訪

問し、フィリピンYMCAの事業やスタッフ養成についても協議、

意見交換を行いました。

世界YMCAチェンジエージェント

世界YMCAのユース育成プログラム「世界YMCAチェンジ

エージェント」第6期が2025年4月にスタートしました。日本

から金魅具さん（茨城YMCAユースリーダー）が選考に合格し、

2026年7月まで、50カ国120人余のユースとともにオンライン

を中心とした研修を受講中。グローバルな視点をもちなが

ら 地 域 の 課 題 を 解 決 する力 を 身 につ け 、「 世 界 Y M C A  

Vision2030」の推進者としてリーダーシップを担っていくこ

とが期待されています。

アジア太平洋クリスチャン・ユース・アッセンブリー 日中YMCA連絡委員会

学生YMCA

4月の「全国学生YMCA リユニオン2025」を皮切りに、2025年度の歩みが始まりました。社会のさまざまな現場で働く学生YMCAシ

ニア同士や現役学生たちとの交流を通して学生YMCA体験の継承が行われたことは、一年間の学生YMCAプログラムにおいて力強

い原動力となりました。世界における分断や暴力の連鎖の中「弱く小さくされた人々とともに生きたイエス・キリスト」に倣うあり方を、

現代のユースの状況、文脈の中で学生YMCA活動としてどのように展開していくのか、日々問われた1年でした。

全国学生YMCA リユニオン2025

4月 26日、東京YWCAを会場に開催されたリユニオンは、

10代から80代まで85人が参加。「小さい私、弱いあなた～混

迷の時代を生きる～」をテーマに学Y出身牧師による講演や

パネルディスカッション等を通して「弱さ」の中に宿る真実

の力こそが運動の源流であることを再確認しました。夏期ゼ

ミへの期待とともに、次代へ希望をつなぐひと時となりました。

第51回全国学生YMCA夏期ゼミナール

9月12日～14日に東山荘で第51回全国学生YMCA夏期ゼ

ミナールを開催し、シニアを含む48人が参加しました。「分

断の世界の中で　いま、あなたと出会う」のテーマのもと講

師には、詩人でラッパーのFUNI氏、聖書研究講師には金迅

野牧師をお招きしました。

FUNI氏によるラップワークショップでは、参加者が「心の

ど真ん中」のことばを安心して語れる場が生まれ、不安や喜

びなど生きた感情をリズムに乗せて表現し、本格的なレコー

ディングの体験をしました。続く金牧師の聖書研究では、排

外主義が増す社会の中で、この個人的な体験を聖書を通し

て捉え直す学びを与えられました。「自分を愛するように隣

人を愛せよ」という聖書の言葉を軸に、他者との関係性の中

で自分を知り、互いの「傷と傷を重ねあう」こと、他者の痛み

を受け止め、応答することで分断を乗り越えられるとの言葉

に力を与えられました。また、参加者が思い思いのテーマで

発題をする自主ゼミナールでは都市YMCAのユースリーダー

の発題もあり、YMCAの多様な活動が共有されるなど、盛り

上がりました。学生からは「自分を表現でき、他の人の自己

開示も聞けて楽しかった」「分断はあらゆるところで起きてい

るが、対話によって分断を乗り越える可能性を感じた」とい

う声が聞かれました。ここで共有された「体験」が、見えない

形で社会を変える希望につながることを感じる3日間でした。

第22回学生YMCA日韓交流プログラム

隔年で、日本と韓国の学生YMCAメンバーが交流する「学

生YMCA日韓交流プログラム」が2月26日～ 3月1日の3泊4日、

韓国ソウルで開催され、日本の学生14人と韓国の学生11人

が参加。「AI時代における わたしの平和、世界の平和」をテー

マに語り合いました。

学生たちはAI時代に感じている困難や不安を共有した他、

学生街に出て街頭インタビューを実施。韓国の若者たちが

抱える不安とSNSとの関連性についてAIを使って分析し、議

論を深め、最終日には「第22回 日韓大学YMCA共同決議文」

を作成。「より速くではなく、より安全に、より尊厳をもって、

より共に生きるための原則をたて、連帯していく」といった

10の原則を提案しました。ふりかえりの会では「じっくり語

り合う中で言葉の壁を乗り越えられた」「AIについてここま

で真剣に考えたのは初めて。周りに伝えていきたい」等の感

想が述べられ、最終日には明け方まで語り合い、手書きの手

紙を交換する姿が見られました。帰国後、参加学生の中から

「これを機にもっと日韓関係について学んでみたい」という声

が上がり、事後学習会の準備が進められています。
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